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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも２つのタッチスクリーン上に情
報を表示する方法及び装置を提供する。その方法は、第
１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグを感知
するステップと、第２のタッチスクリーン上で第１のタ
ッチを感知するステップと、第１のタッチスクリーン上
での第１のタッチドラッグ及び第２のタッチスクリーン
上での第１のタッチを同時に感知する場合、第１のタッ
チスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び第２のタ
ッチスクリーン上でのタッチに対応する情報を第１及び
第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示す
るステップとを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つのタッチスクリーン上に情報を表示する方法であって、
　第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグを感知するステップと、
　第２のタッチスクリーン上で第１のタッチを感知するステップと、
　前記第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリー
ン上で第１のタッチを同時に感知する場合、前記第１のタッチスクリーン上での前記第１
のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリーン上でのタッチに対応する情報を前記第
１及び第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示するステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のタッチスクリーン上での前記第１のタッチドラッグは、
　前記第１のタッチスクリーン上に第１の位置をタッチし、第１の位置から第２の位置へ
ドラッグすることにより遂行されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグと前記第２のタッチスクリーン
上で前記第１のタッチを同時に感知することは、前記第１のタッチスクリーン上での前記
第１のタッチドラッグと第２のタッチスクリーン上での第１のタッチを同時に感知するこ
と、前記第１のタッチスクリーン上での前記第１のタッチドラッグ中に第２のタッチスク
リーン上での前記第１のタッチを感知すること、及び前記第２のタッチスクリーン上での
前記第１のタッチ中に前記第１のタッチスクリーン上での前記第１のタッチドラッグを感
知することのうちいずれか一つであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
ーン上での第１のタッチに対応する情報を表示するステップは、
　前記第１のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーション以外のアプリケーション
を前記第１のタッチスクリーン上に表示し、前記第２のタッチスクリーン上に表示された
アプリケーションを前記第２のタッチスクリーン上に維持するステップを有することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のタッチスクリーン上で前記第１のタッチを感知するステップは、
　前記第２のタッチスクリーン上で前記第１のタッチをドラッグして遂行される第２のタ
ッチドラッグを感知するステップと、をさらに有し、
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
ーン上での第１のタッチに対応する情報を表示するステップは、
　前記第１のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーション以外のアプリケーション
を前記第１のタッチスクリーン上に表示し、前記第２のタッチスクリーン上に表示された
アプリケーション以外のアプリケーションを前記第２のタッチスクリーン上に表示するス
テップを有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のタッチスクリーン上で前記第１のタッチドラッグを感知するステップは、
　前記第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグのドラッグ方向を感知するステ
ップをさらに有し、
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
ーン上での前記第１のタッチに対応する情報を表示するステップは、前記第１及び第２の
タッチスクリーンのうち少なくとも一つに、前記第１のタッチスクリーン上での第１のタ
ッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリーン上での第１のタッチに対応する情報を表示
するステップを有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
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ーン上での第１のタッチに対応する情報を表示するステップは、
　所定の順序に従って、前記所定の順序を有する複数の情報のうち一つを前記第１及び第
２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示するステップを有することを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のタッチスクリーン上で前記第１のタッチを感知するステップは、
　前記第２のタッチスクリーン上での前記第１のタッチのドラッグにより遂行される第２
のタッチドラッグを感知するステップをさらに有し、
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
ーン上での前記第１のタッチに対応する情報を表示するステップは、前記第１のタッチス
クリーン上に表示されたアプリケーション以外のアプリケーションを前記第１のタッチス
クリーン上に表示し、前記第２のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーション以外
のアプリケーションを前記第２のタッチスクリーン上に表示することを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリ
ーン上での第２のタッチドラッグに対応する情報を表示するステップは、前記第１及び第
２のタッチスクリーン上で、前記第１のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーショ
ンを前記第２のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーションと交換するステップを
有することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のタッチドラッグ及び前記第１のタッチが同時に感知されない場合、前記第１
のタッチスクリーン上にアプリケーション内のコンテンツの位置を変更するステップをさ
らに有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも２つのタッチスクリーン上で情報を表示する装置であって、
　第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグを感知する第１のタッチスクリーン
と、
　第２のタッチスクリーン上で第１のタッチを感知する第２のタッチスクリーンと、
　前記第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグと前記第２のタッチスクリー
ン上での第１のタッチを同時に感知する場合、前記第１のタッチスクリーン上に前記第１
のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリーン上に前記第１のタッチに対応する情報
を前記第１及び第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示することを制御する
プロセッサと、
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチスクリーン
上での第１のタッチに対応する情報を表示する場合、前記第１のタッチスクリーン上に表
示されたアプリケーション以外のアプリケーションを前記第１のタッチスクリーン上に表
示し、前記第２のタッチスクリーン上に表示されたアプリケーションを前記第２のタッチ
スクリーン上に維持するディスプレイ部を含むことを特徴とする請求項１１に記載の装置
。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、
　前記第２のタッチスクリーン上で第２のタッチをドラッグするための第２のタッチドラ
ッグを感知する入力部と、
　前記第２のタッチドラッグの感知に応答して、前記第１のタッチスクリーン上に表示さ
れるアプリケーションと異なる一つのアプリケーションの表示と、前記第２のタッチスク
リーン上に表示されるアプリケーションと異なる他のアプリケーションの表示を制御する
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ディプレイ部と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　前記第１のタッチスクリーン上での前記第１のタッチドラッグのドラッグ方向を感知す
る入力部と、
　前記第１のタッチスクリーン上での前記第１のタッチドラッグのドラッグ方向に従って
、前記第１及び第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに、前記第１のタッチスク
リーン上の前記第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチに対応する情報の表示を制御
するディスプレイ部と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、
　前記第１のタッチドラッグ及び前記第２のタッチに対応する情報が表示される場合、前
記第１のタッチドラッグの進行中に、前記第１のタッチスクリーン上で前記第１のタッチ
ドラッグを感知する前に表示された情報を、前記第１のタッチドラッグを感知した後に表
示される情報と共に表示することを制御するディスプレイ部を含むことを特徴とする請求
項１１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的に少なくとも２つのタッチスクリーンを含む情報表示装置及びその情報
表示方法に関するもので、特に２つのタッチスクリーンのうち少なくとも一つにユーザー
のジェスチャに対応する情報を表示する情報表示装置及びその情報表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ユーザーは、一つのタッチスクリーンを有する情報表示装置のタッチスクリーン
上に表示される情報を、１本の指、例えば人差し指のみを用いて制御した。以後、より多
い量の情報を表示し、装置の携帯性を増加させるために、２つのタッチスクリーンを有す
る情報表示装置が登場し始める。
【０００３】
　しかしながら、２つのタッチスクリーンを有する情報表示装置において、ユーザーが一
つの指を用いてタッチスクリーン上で情報を迅速に処理するのに不便さがあった。したが
って、左側及び右側タッチスクリーンに各々異なる指を使用する(左側タッチスクリーン
上に左手の親指又は人差し指を、そして右側タッチスクリーン上に右手の親指又は人差し
指を使用する)ユーザーのジェスチャによって急速に情報を処理することが要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明は上記した従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、その
目的は、少なくとも２つのタッチスクリーン上に情報を迅速に表示及び処理するために、
少なくとも２つのタッチスクリーンを含む情報表示装置及びその情報表示方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、少なくとも２つのタッ
チスクリーン上に情報を表示する方法が提供される。その方法は、第１のタッチスクリー
ン上で第１のタッチドラッグを感知するステップと、第２のタッチスクリーン上で第１の
タッチを感知するステップと、第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び
第２のタッチスクリーン上での第１のタッチを同時に感知する場合、第１のタッチスクリ
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ーン上での第１のタッチドラッグ及び第２のタッチスクリーン上でのタッチに対応する情
報を第１及び第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示するステップとを有す
る。
【０００６】
　本発明の他の態様によれば、少なくとも２つのタッチスクリーン上で情報を表示する装
置が提供される。その装置は、第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグを感知
する第１のタッチスクリーンと、第２のタッチスクリーン上で第１のタッチを感知する第
２のタッチスクリーンと、第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグと第２の
タッチスクリーン上での第１のタッチを同時に感知する場合、第１のタッチスクリーン上
での第１のタッチドラッグ及び第２のタッチスクリーン上での第１のタッチに対応する情
報を第１及び第２のタッチスクリーンのうち少なくとも一つに表示することを制御するプ
ロセッサとを含む。
【０００７】
さらに、本発明の他の態様によれば、少なくとも２つのタッチスクリーン上に情報を表示
する方法を実行するためのプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な媒体を提供
する。その方法は、第１のタッチスクリーン上で第１のタッチドラッグを感知するステッ
プと、第２のタッチスクリーン上で第１のタッチを感知するステップと、第１のタッチス
クリーン上での第１のタッチドラッグ及び第２のタッチスクリーン上での第１のタッチを
同時に感知する場合、第１のタッチスクリーン上での第１のタッチドラッグ及び第２のタ
ッチスクリーン上での第１のタッチに対応する情報を第１及び第２のタッチスクリーンの
うち少なくとも一つに表示するステップとを有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、ユーザーは、迅速で同時に少なくとも２つのタッチスクリーンに表示
される情報を処理することができる。例えば、ユーザーは、追加メニューの使用なしに２
つのタッチスクリーンのうち少なくとも一つ又は各々に新たなアプリケーションを表示す
ることができる。さらに、ユーザーは、２つのタッチスクリーンの間でアプリケーション
を交換することができる。
【０００９】
　本発明による実施形態の上記及び他の態様、特徴、及び利点は、添付の図面と共に述べ
る以下の詳細な説明から、一層明らかになるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による情報表示装置を示すブロック構成図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態による情報表示装置を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態による情報表示装置を使用するユーザーの指と共に上記表示
装置を示す図である。
【図２Ｃ】本発明の実施形態による情報表示装置を使用するユーザーの指と共に上記表示
装置を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザーのジ
ェスチャを示す図である。
【図４】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザーの
ジェスチャを示す図である。
【図５Ａ】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す図である。
【図５Ｂ】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す図である。
【図６】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザーの
ジェスチャを示す図である。
【図７】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザーの
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ジェスチャを示す図である。
【図８】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザーの
ジェスチャを示す図である。
【図９Ａ】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す図である。
【図９Ｂ】本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す図である。
【図１０】本発明のもう一つの実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユ
ーザーのジェスチャを示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態による情報表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の一実施形態による情報表示装置のプロセッサを示すブロック構成図で
ある。
【図１３】本発明の一実施形態によるプロセッサのディスプレイ部を示すブロック構成図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　本発明の原理を説明するために使用される多様な実施形態は、単にその実施例を示すも
のに過ぎず、本発明の範囲を限定するものとして捉えてはならない。本発明に関連した公
知の機能又は構成に関する具体的な説明が本発明の要旨を不明にすると判断された場合に
は、その詳細な説明を省略する。添付した図において、同一の構成要素または機能的に類
似した構成要素、特徴、及び構造に対しては同一の参照符号及び参照番号を付して説明す
る。
【００１３】
　ここで、ユーザーのジェスチャは、タッチスクリーン上に情報を表示又は制御するユー
ザーの動作を意味する。このジェスチャは、人差し指及び/又は親指のようなユーザーの
左手と右手の指によって遂行できるが、これに限定されない。次の実施形態では説明の便
宜のために多様なタッチジェスチャに対する指の使用について説明するが、本発明の実施
形態は、ユーザーの指によって遂行されるユーザータッチに限定されるものではなく、タ
ッチスクリーンにジェスチャを提供する他の方法、例えばスタイラスペンなどが本発明の
実施形態に従って使用され得る。
【００１４】
　実施形態において、タッチ動作(action)の“同時”感知は、タッチドラッグ及びタッチ
の同時感知又は第１のタッチドラッグ及び第２のタッチドラッグの同時感知を意味する。
明細書全般において、同時感知又は同時タッチ動作の感知は、両方のタッチ動作が文字通
り同時に遂行される場合、一つのタッチ動作が他のタッチ動作中に発生する場合、及び少
なくとも２つのタッチ動作のそれぞれの遂行期間の間に重複期間がある場合を含む。この
ようなタッチ動作及びこのタッチ動作の感知は、まず開始されるタッチ動作に関係なく、
同時になされると見なされる。
【００１５】
　ユーザーのジェスチャは、タッチ、タッチ解除(release)、回転、ピンチ(pinch)、スプ
レッド(spread)、タッチドラッグなどを含むことができる。これらジェスチャの中で、タ
ッチドラッグジェスチャは、タッチスクリーン上に指をタッチした後、タッチした状態で
、タッチスクリーン上で特定方向に他の位置へ指を移動することで遂行される。このタッ
チドラッグジェスチャは、タッチアンドドラッグ、フリック(flick)、スワイプ(swipe)の
ようなジェスチャを含むことができる。ここで、用語“タッチした状態”は、タッチスク
リーン上にタッチ、あるいはタッチスクリーンに実際にタッチすることなく非常に近接し
ていることを意味する。
【００１６】
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　本発明の実施形態によれば、情報表示装置は、タブレット型パソコン(ＰＣ)、携帯用マ
ルチメディア再生装置(ＰＭＰ)、個人情報端末機(ＰＤＡ)、スマートフォン、携帯電話、
及びデジタルフォトフレーム(photo　frame)のように、アプリケーションまたはコンテン
ツを表示するさまざまな装置であり得る。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態による情報表示装置のブロック構成図である。
【００１８】
　図１を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１１０、第２のタ
ッチスクリーン１２０、プロセッサ１３０、及びメモリ１４０を含むことができる。
【００１９】
　タッチスクリーン１１０，１２０の各々は、ディスプレイパネル及びタッチセンサーを
含む。ディスプレイパネルは、例えばＰＤＰ(Plasma Display Panel)、ＥＰＤ(Electroni
c Paper Display)パネル、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)パネル、ＬＰＤ(Light emitt
ing Polymer Display)パネル、ＯＬＥＤ(Organic Light-Emitting Diode)パネル、又はＡ
ＭＯＬＥＤ(Active-matrix Organic Light-Emitting Diode)パネルであり得る。タッチセ
ンサーは、ユーザーのジェスチャを感知するために、ディスプレイパネルの一側に提供さ
れる。タッチセンサーは、静電容量(capacitive)、抵抗式(resistive)、赤外線(infrared
)、又は表面音響波(surface acoustic wave)タッチセンサーで実現され得る。
【００２０】
　図２Ａは、本発明の実施形態による情報表示装置を示す。
【００２１】
　図２Ａを参照すると、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０は、中心軸２３
０に対して所定角度で折り畳む、あるいは折り畳まないことが可能である。第１のタッチ
スクリーン１１０を第２のタッチスクリーン１２０に連結するためのヒンジ又はフレキシ
ブルな一部分は中心軸２３０として使用することができる。
【００２２】
　図２Ｂ及び図２Ｃは、本発明の実施形態による情報表示装置を使用する指と共に上記装
置を示す。
【００２３】
　図２Ｂを参照すると、ユーザーは、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０上
にユーザーの指(例えば、人差し指又は親指)を用いてジェスチャを遂行できる。例えば、
情報表示装置１００が机のような表面上に置かれ、あるいは立てられる場合、図２Ｂに示
すように、ユーザーは、ユーザーの左右手の人差し指２８１，２８２を用いて第１及び第
２のタッチスクリーン１１０，１２０上でジェスチャを遂行できる。図２Ｃを参照すると
、ユーザーは、指を用いて情報表示装置１００を把持し、親指２９１，２９２を用いて第
１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０上でジェスチャを遂行する。
【００２４】
　更に図１を参照すると、少なくとも一つのプロセッサ１３０及びメモリ１４０は、タッ
チスクリーン１１０，１２０うち少なくとも一つの下部に配置できる。
【００２５】
　メモリ１４０は、本発明の多様な実施形態を実現するのに必要なプログラム、アプリケ
ーション、コンテンツ、及び他の多様なデータを含むことができる。メモリ１４０は、本
発明の実施のために使用されるプログラムを格納するために、ＲＯＭ(Read Only Memory)
、ＥＥＰＲＯＭ(Electrically Erasable and Programmable ROM)、又はフラッシュメモリ
のような非揮発性メモリ、及び/又は情報処理のために電源供給中にデータを一時的に格
納するためのＤＲＡＭ(Dynamic Random Access Memory)又はＳＲＡＭ(Static RAM)を含む
。また、メモリ１４０の少なくとも一部は、情報表示装置１００から取り外し可能(remov
able)である。例えば、ＣＦ(Compact　Flash)カード、ＳＤ(Secure　Digital)カード、Ｓ
Ｍ(Smart　Media(登録商標))カード、ＭＭＣ(Multi　Media　Card)、又はメモリスティッ
クは、メモリ１４０の取り外し可能な部分として使用することができる。メモリ１４０の
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取り外し可能な部分(図示せず)１４０は、外部装置からダウンロードされる多様なデータ
を格納することができる。
【００２６】
プロセッサ１３０は、情報表示装置１００の構成要素に対する全般的な制御を提供する。
例えば、本発明の多様な実施形態による動作を実施するための方法は、そのハードウェア
により遂行される動作と共にメモリ１４０に格納されたプログラムとして実現することが
できる。本発明によれば、情報表示装置１００のプロセッサ１３０又はハードウェアは、
第１のタッチスクリーン１１０上で第１のタッチドラッグと第２のタッチスクリーン１２
０上で第２のタッチの同時発生を検出し、その後に第１及び第２のタッチスクリーン１１
０，１２０のうち少なくとも一つに第１のタッチドラッグ及び第２のタッチに対応する情
報を表示できる。
【００２７】
　図３は、本発明の一実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でなされるユー
ザーのジェスチャを示す。
【００２８】
　図３の左側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１
１０上に第１の情報３１０を表示し、第２のタッチスクリーン１２０上に第２の情報３３
０を表示できる。ユーザーは、第１及び第２の情報３１０，３３０に基づいて第１及び第
２のタッチスクリーン１１０，１２０の各々でジェスチャを遂行することができる。
【００２９】
　情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１１０上にタッチ及び上方ドラッグ(
すなわち、第１のタッチドラッグ３１２)と第２のタッチスクリーン１２０上に第２のタ
ッチ３３１を感知できる。第１のタッチドラッグ３１２は、第１のタッチスクリーン１１
０上にタッチ３１１をした状態で参照番号３１２で示される方向に沿って他の位置３１３
にドラッグする。
【００３０】
　情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ３１２及び第２のタッチ３３１を同時に
感知すると、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０のうち少なくとも一つに第
１のタッチドラッグ３１２及び第２のタッチ３３１に対応する情報を表示できる。第１の
タッチドラッグ３１２と第２のタッチ３３１を同時に感知することは、左手の人差し指又
は親指による第１のタッチドラッグ３１２と右手の人差し指又は親指による第２のタッチ
３３１を順序に関係なく感知することを意味する。
【００３１】
　図３の右側図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ３１
１，３１２，３１３及び第２のタッチ３３１に対応する情報３６０，３３０を第１及び第
２のタッチスクリーン１１０，１２０上に表示できる。例えば、情報表示装置１００は、
第１のタッチドラッグ３１１，３１２，３１３に対応して、第１のタッチスクリーン１１
０上に情報３１０以外の情報３６０を表示し、第２のタッチ３３１に対応して、第２のタ
ッチスクリーン１２０上に情報３３０を継続して表示できる。例えば、情報表示装置１０
０は、第１のタッチスクリーン１１０から感知された第１のタッチドラッグ３１１，３１
２，３１３に対応して、第１のタッチスクリーン１１０上にアプリケーション３１０以外
のアプリケーション３６０を表示し、第２のタッチスクリーン１２０から感知された第２
のタッチ３３１に対応して、第２のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーシ
ョン３３０を維持することができる。
【００３２】
　図４は、本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーンになされるユー
ザーのジェスチャを示す。
【００３３】
　図４の左側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１
１０上で下方の第１のタッチドラッグ４１１及び第２のタッチスクリーン１２０上で下方
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の第２のタッチドラッグ４３１を同時に感知できる。
【００３４】
　図４の右側図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ４１
１及び第２のタッチドラッグ４３１に対応する情報４６０，４８０を第１及び第２のタッ
チスクリーン１１０，１２０上に各々表示できる。例えば、第１のタッチドラッグ４１１
を感知すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１１０上にアプリケーシ
ョン４１０以外のアプリケーション４６０を表示できる。第２のタッチドラッグ４３１を
感知すると、情報表示装置１００は、第２のタッチスクリーン１２０上にアプリケーショ
ン４３０以外のアプリケーション４８０を表示できる。
【００３５】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上
でのユーザーのジェスチャを示す。
【００３６】
　図５Ａの左側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００が第１のタッチスクリーン１
１０上で上方の第１のタッチドラッグ５０６及び第２のタッチスクリーン１２０上で第２
のタッチ５１６を同時に感知する場合、上記装置１００は、第１のタッチドラッグ５０６
のドラッグ方向を判断した後に、そのドラッグ方向に従って、第１及び第２のタッチスク
リーン１１０，１２０のうち少なくとも一つに第１のドラッグ５０６及び第２のタッチ５
１６に対応する情報を表示できる。例えば、図５Ａの左側図面(ａ)に示すように、情報表
示装置１００は、第１の方向(上方)にタッチアンドドラッグ５０６を感知できる。
【００３７】
　上記装置１００は、図５Ｂの左側図面(ａ)に示すように、第２の方向(すなわち、下方)
へのタッチドラッグ５５６を感知できる。複数の情報が所定順序で配列される(例えば、
所定順序を有する複数のアプリケーションが複数の情報として実行される)場合、情報表
示装置１００は、第１又は第２の方向に従って所定順序で複数個の情報を順次に表示する
。例えば、図５Ａの右側図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、第1方向へのタ
ッチドラッグ５０６に従って第１のタッチスクリーン１１０上に情報５０５より以前順序
の情報５２５を表示し、第２のタッチ５１６により第２のタッチスクリーン１２０上に表
示されている情報５１５を維持させ得る。
【００３８】
　他の実施形態において、図５Ｂの右側図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、
第２の方向へのタッチドラッグ５５６に従って第１のタッチスクリーン１１０上に情報５
５５の次に情報５７５を表示し、第２のタッチ５６６に従って第２のタッチスクリーン１
２０上に表示された情報５６５を継続して維持することができる。
【００３９】
　図６は、本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す。
【００４０】
　図６の左側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１
１０上で第１の方向に第１のタッチドラッグ６１１を感知し、第２のタッチスクリーン１
２０上で第２の方向に第２のタッチドラッグ６３１を同時に感知できる。その結果、図６
の右側図面(ｂ)に示すように、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１１０上
に第１の方向の第１のタッチドラッグ６１１に対応する第１の情報６６０を表示し、第２
のタッチスクリーン１２０上に第２の方向の第２のタッチドラッグ６３１に対応する第２
の情報６８０を表示できる。第１及び第２の情報６６０，６７０は、各々情報表示装置１
００で実行中である複数のアプリケーションのうち少なくとも一つに対応する。例えば、
複数のアプリケーションが第１及び第２のグループに区分される場合、第１のタッチスク
リーン１１０上に表示される情報６１０，６６０は第１のグループのアプリケーションで
ある一方で、第２のタッチスクリーン１２０上に表示される情報６３０，６８０は第２の
グループのアプリケーションであり得る。
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【００４１】
　図７は、本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でユーザーの
ジェスチャを示す。
【００４２】
　図７の左側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１
１０上に第１の方向へ第１のタッチドラッグ７１１と、第２のタッチスクリーン１２０上
に第２の方向へ第２のタッチドラッグ７３１を同時に感知できる。第１のタッチドラッグ
７１１の方向は、第２のタッチスクリーン１２０に向ける方向(すなわち、右方向)であり
、第２のタッチドラッグ７３１の方向は第１のタッチスクリーン１１０の方向(すなわち
、左方向)であり得る。したがって、第１及び第２の方向は、相互に接近する方向である
。
【００４３】
　図７の右側図面(ａ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ７１
１及び第２のタッチドラッグ７３１に従って、第１のタッチスクリーン１１０上に表示さ
れた情報７１０を第２のタッチスクリーン１２０上に表示された情報７３０と交換するこ
とができる。例えば、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリーン１１０上に表示さ
れたアプリケーション７１０と第２のタッチスクリーン１２０上に表示されたアプリケー
ション７３０の位置を交換できる。言い換えれば、情報表示装置１００は、第１のタッチ
スクリーン１１０上に第２のタッチスクリーン１２０に表示されたアプリケーション７３
０を表示し、第２のタッチスクリーン１２０上に第１のタッチスクリーン１１０に表示さ
れたアプリケーション７１０を表示できる。
【００４４】
　図８の左上段の図面(ａ)を参照すれば、情報表示装置１００は、第１のタッチスクリー
ン１１０上で第１の方向への第１のタッチドラッグ８０６と、第２のタッチスクリーン１
２０上で第２の方向への第２のタッチドラッグ８１１を同時に感知できる。第１のタッチ
ドラッグ８０６の方向は、第２のタッチスクリーン１２０から離れる方向であり、第２の
タッチドラッグ８１１の方向は、第１のタッチスクリーン１１０から離れる方向である。
それによって、第１及び第２のタッチドラッグ８０６，８１１の方向は、相互に離れる方
向であり得る。
【００４５】
　図８は、本発明の他の実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上でのユーザー
のジェスチャを示す。
【００４６】
　図８の右上段の図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、第１及び第２のタッチ
ドラッグ８０６，８１１に対応して、タッチドラッグにより使用可能なすべてのアプリケ
ーション８２１～８２７を第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０のうち少なく
とも一つに表示できる。
【００４７】
　ユーザーは、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０上に表示されたアプリケ
ーション８２１～８２７のうち少なくとも一つの位置を変更できる。例えば、ユーザーが
アプリケーション８２１～８２７のうちいずれか一つをタッチする場合、選択されたアプ
リケーションは、先端の位置に移動する。また、アプリケーション８２１～８２７の中か
ら第１のアプリケーションが第２のアプリケーションにタッチドラッグされる場合、第１
及び第２のアプリケーションの位置が交換可能である。
【００４８】
　図８の右上段の図面(ｂ)を参照すると、情報表示装置１００は、複数のアプリケーショ
ン８２１～８２７が第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０上に表示された状態
で、第１のタッチスクリーン１１０で第２のタッチスクリーン１２０の方向に行われる第
１のタッチドラッグ８３１と、第２のタッチスクリーン１２０で第１のタッチスクリーン
１１０の方向に行われる第２のタッチドラッグ８３２を同時に感知できる。このように同
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時に感知すると、情報表示装置１００は、図８の下側図面(ｃ)に示すように、第１及び第
２のタッチドラッグ８３１，８３２に応答して、アプリケーション８２１～８２７の中か
ら先端のアプリケーション８２１，８２７を第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１
２０上に表示できる。
【００４９】
　図９Ａ及び図９Ｂを参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ９０６
と第２のタッチ９１１を同時に感知したか否かに基づき、第１のタッチスクリーン１１０
上に第１のタッチドラッグ９０６及び第２のタッチスクリーン１２０上に第２のタッチ９
１１に対応する情報を表示し、あるいは第１のタッチドラッグ９０６に対応する情報のみ
を表示できる。
【００５０】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明のもう一つの実施形態による第１及び第２のタッチスクリ
ーンでのユーザーのジェスチャを示す。
【００５１】
　図９Ａを参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ９０６及び第２の
タッチ９１１を同時に感知すると、第１のタッチドラッグ９０６に従って、第１のタッチ
ドラッグ９０６が感知される前に表示されたアプリケーション９０５以外のアプリケーシ
ョン９２５を第１のタッチスクリーン１１０に表示する。一方、上記装置１００は、第２
のタッチ９１１に従って、第２のタッチ９１１を感知する前に表示されたアプリケーショ
ン９１０を第２のタッチスクリーン１２０に継続してディスプレイする。
【００５２】
　図９Ｂを参照すると、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ９５６及び第２の
タッチ９１１が同時に感知されない場合(例えば、第２のタッチドラッグ９１１以後に第
１のタッチドラッグ９５６が感知される場合)、第１のタッチドラッグ９５６に対応して
、第１のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーション９５５内のコンテンツ
９５８の位置を変更できる。例えば、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ９５
６に従って、第１のタッチドラッグ９５６の開始と終了に対応するコンテンツの位置を交
換できる。すなわち、情報表示装置１００は、コンテンツ９５８を移動し、あるいはコン
テンツ９５８とコンテンツ９５９の位置を交換することができる。
【００５３】
　図１０は、本発明のもう一つの実施形態による第１及び第２のタッチスクリーン上での
ユーザーのジェスチャを示す。
【００５４】
　図１０を参照すると、図１０の左上段の図面(ａ)に示すように、第１のタッチスクリー
ン１１０で第１のタッチドラッグ１００６と、第２のタッチスクリーン１２０で第２のタ
ッチ１０１１を感知すると、情報表示装置１００は、図１０の右上段の図面(ｂ)に示すよ
うに、第１のタッチドラッグ１００６の感知以前に表示された情報１００５と、第１のタ
ッチドラッグ１００６を感知した後に表示された情報１０２５を連続して表示できる。例
えば、情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ１００６の進行中に第１のタッチス
クリーン１１０上に、第１のタッチドラッグ１００６の感知以前に表示されたアプリケー
ション１００５と第１のタッチドラッグ１００６の感知以後に表示されるアプリケーショ
ン１０２５両方ともを表示できる。第１のタッチドラッグ１００６の進行中に、第１のタ
ッチスクリーン１１０上でアプリケーション１００５が占める領域は縮小される一方で、
表示されるアプリケーション１０２５が占める領域は、第１のタッチスクリーン１１０で
増加することができる。第１のタッチドラッグ１００６が完了すると、第１のタッチスク
リーン１１０は、図１０の下段(ｃ)に示すように、第１のタッチドラッグ１００６に対応
するアプリケーション１０２５のみを表示することができる。
【００５５】
　図１１は、本発明の一実施形態による情報表示装置の動作を示すフローチャートである
。
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【００５６】
　図１１を参照すると、情報表示装置１００は、ステップ１１０１で、第１のタッチスク
リーン１１０上で第１のタッチドラッグと、第２のタッチスクリーン１２０上で第２のタ
ッチを同時に感知する。情報表示装置１００は、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチ
を感知した場合、ステップ１１０３で、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチが同時に
感知されたか否かを判断する。
【００５７】
　第１のタッチドラッグ及び第２のタッチが同時に感知されたと判断される場合、情報表
示装置１００は、ステップ１１０５で、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０
のうち少なくとも一つに第１のタッチドラッグ及び第２のタッチに対応する情報を示す。
例えば、情報表示装置１００は、図９Ａに示すように、存在するアプリケーション以外の
アプリケーションを第１のタッチスクリーン１１０上に表示し、第２のタッチスクリーン
上に存在するアプリケーションを維持させる。
【００５８】
　一方、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチが同時に感知されない場合には、 情報
表示装置１００は、ステップ１１０７で、第１のタッチスクリーン１１０上に第１のタッ
チドラッグに対応する情報を表示する。例えば、情報表示装置１００は、第１のタッチド
ラッグに従って、第１のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーション内のコ
ンテンツの位置を変更できる。
【００５９】
　図１２は、本発明の一実施形態による情報表示装置のプロセッサを示すブロック構成図
である。
【００６０】
　図１２を参照すると、プロセッサ１３０は、入力部１３１、判断部１３２、及びディス
プレイ部１３３を含むことができる。
【００６１】
　入力部１３１は、第１のタッチスクリーン１１０から感知した第１のタッチ又は第１の
タッチドラッグに対応して感知した信号を受信し、第２のタッチスクリーン１２０から感
知した第２のタッチ又は第２のタッチドラッグに対応して感知した信号を受信することが
できる。
【００６２】
　判断部１３２は、入力部１３１から受信した感知信号を用いて、第１のタッチドラッグ
と第２のタッチが同時に感知されるか否かを判断する。
【００６３】
　第１のタッチドラッグと第２のタッチが同時に感知される場合、ディスプレイ部１３３
は、第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０のうち少なくとも一つに第１のタッ
チドラッグ及び第２のタッチに対応する情報の表示を制御できる。例えば、ディスプレイ
部１３３は、第１のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーション以外のアプ
リケーションを第１のタッチスクリーン１１０に表示し、第２のタッチスクリーン１２０
上に表示されたアプリケーションは継続して維持できる。
【００６４】
　ディスプレイ部１３３は、入力部１３１を通じてそれぞれ、第１のタッチドラッグ及び
第２のタッチドラッグが第１及び第２のタッチスクリーン１１０，１２０から感知される
場合、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチドラッグに対応して、第１及び第２のタッ
チスクリーン１１０，１２０上に表示されたアプリケーション以外のアプリケーションの
表示を制御することができる。
【００６５】
　第１のタッチドラッグ及び第２のタッチに対応する情報を表示する場合、ディスプレイ
部１３３は、所定の順序に従って、複数個の情報のうちいずれか一つを第１及び第２のタ
ッチスクリーン１１０，１２０のうち少なくとも一つに表示するように制御する。
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【００６６】
　また、ディスプレイ部１３３は、第１のタッチドラッグの進行中に、第１のタッチドラ
ッグを感知する前に表示された情報と第１のタッチドラッグを感知した後に表示される情
報を共に表示できる。
【００６７】
　図１３は、本発明の一実施形態によるプロセッサのディスプレイ部を示すブロック構成
図である。
【００６８】
　図１３を参照すると、ディスプレイ部１３３は、複数のタッチディスプレイ部１３４及
び単一のタッチディスプレイ部１３５を含むことができる。
【００６９】
　複数のタッチディスプレイ部１３４は、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチが同時
に感知される場合、第１のタッチスクリーン１１０上に第１のタッチドラッグ及び第２の
タッチに対応する情報を表示できる。例えば、複数のタッチディスプレイ部１３４は、第
１のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーション以外のアプリケーションを
表示し、表示されたアプリケーションを第２のタッチスクリーン１２０上に継続して維持
できる。
【００７０】
　単一のタッチディスプレイ部１３５は、第１のタッチドラッグ及び第２のタッチが同時
に感知されない場合、第１のタッチスクリーン１１０上に第１のタッチドラッグに対応す
る情報を表示できる。例えば、単一のタッチディスプレイ部１３５は、第１のタッチドラ
ッグに対応して、第１のタッチスクリーン１１０上に表示されたアプリケーション内のコ
ンテンツの位置を変更できる。
【００７１】
　本発明の実施形態による情報表示装置の情報表示方法は、多様なコンピュータ手段によ
り遂行できるプログラム命令形態で実現され、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記
録することができる。コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、プログラム命令、データ
ファイル、データ構造などを単独に又は組み合わせて含むことができる。コンピュータ読
み取り可能な記録媒体に記録されるプログラム命令は、本発明のために特別に設計及び構
成され、コンピュータソフトウェア当業者には公知されて使用できることもある。このよ
うなコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、データがコンピュータ読み取り可能な方法
で格納できる記録装置の一つのタイプであり得る。コンピュータ読み取り可能な記録媒体
の例は、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、及び磁気テープのような磁
気媒体、ＣＤ-ＲＯＭ又はＤＶＤのような光学媒体、フロプティカルディスク(floptical
　disk)のような光磁気媒体(magneto-optical　media)、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、及びフラ
ッシュメモリのようなプログラム命令を格納及び遂行するように特別に構成されたハード
ウェア装置を含む。プログラム命令の例は、コンパイラにより生成されるように機械語コ
ードだけでなくインタープリターを使用してコンピュータによって実行できる高級言語コ
ードを含む。ハードウェア装置は、本発明の動作を遂行するために一つ以上のソフトウェ
アモジュールとして作動するように構成可能であり、またその逆も同様である。
【００７２】
　以上、本発明を具体的な実施形態に関して図示及び説明したが、添付した特許請求の範
囲により規定されるような本発明の精神及び範囲を外れることなく、形式や細部の様々な
変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかである。
【符号の説明】
【００７３】
１００　情報表示装置
１１０　第１のタッチスクリーン
１２０　第２のタッチスクリーン
１３０　プロセッサ
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１３１　入力部
１３２　判断部
１３３　ディスプレイ部
１３４　複数のタッチディスプレイ部
１３５　単一のタッチディスプレイ部
１４０　メモリ

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図３】 【図４】
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【図８】 【図９Ａ】
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【図９Ｂ】 【図１０（ａ）】
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